
令和５年度実施 就学相談利用者アンケートの結果

Ｑ1．お子さんの就学先は?

Ｑ２．【年⾧児】申込みのきっかけ（複数回答） Ｑ２．【小６】申込みのきっかけ（複数回答）

Ｑ３-１．初回面談の時期 Ｑ３-２．初回面談の時間

令和5年10月
立川市教育委員会事務局

教育部 教育支援課

小学校, 37人, 
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＜調査概要＞
●対象世帯:102世帯

令和4年度に就学相談を利用した保護者145世帯
中、途中で相談を中止した方や、相談終了後に市
外に転出した方など、計43世帯を除く。

●実施時期:令和5年6月
●実施方法:郵送
●有効回答:50（回答率49％）

（単位:人） （単位:人）

4月, 5人, 10%

5月, 15人, 
30%

6月, 4人, 8%

7月, 3人, 6%
8月, 1人, 2%

9月, 2人, 4%

10月, 1人, 2%

11月, 1人, 2%

覚えていない, 
18人, 36%

やや時間

が長い, 1
人, 2%

ちょうど良い, 
43人, 86%

やや時間が

足りない, 5
人, 10%

無回答, 
1人, 2%
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Ｑ３-３．初回面談の満足度

Ｑ４-１．特別支援学級等の見学（複数回答）

Ｑ４-２．【見学した方】良かった点（複数回答） 　　　　Ｑ４-３．【見学した方】改善希望点（複数回答）
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Ｑ５-１．特別支援学級等の体験（複数回答）

Ｑ６．就学相談のプロセスごとの満足度

　　　　Ｑ５-３．【体験した方】改善希望点（複数回答）Ｑ５-２．【体験した方】良かった点（複数回答）
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※択一式でしたが、複数回答された方がいるため合計が回答数より多くなっています。

Ｑ７-１．提案を聞いたときの気持ち 　　Ｑ７-２．最終的な就学先

Ｑ７-３．就学先決定の最も大きな決め手 Ｑ７-４．提案時の改善希望点（複数回答）
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Ｑ８．就学支援シート（年⾧児のみ）

Ｑ9．就学後の学校生活の満足度

Ｑ10．学校への引継ぎの改善希望点（複数回答）

就学支援ファイルの

校内共有や配慮, 
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クラス分けや座席
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シート提出＋入学前

面談, 28人, 76%

シート提出のみ, 
1人, 3%

提出せず, 6人, 
16%

無回答, 2人, 5%
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平均 82.7 点
Ｑ11．就学相談を１００点満点で言うと?
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●自由意見を含めた総括

（１）特別支援学級等の見学や体験のあり方
見学や体験は、学級の授業中に行うため、在籍している児童・生徒への負担が大きくならないよう時間帯や参

加する教科を調整する必要があり、保護者のご希望通りに実施できない場合があります。また、体験を複数回を
望む方や実際に情緒固定学級で学んでいる児童の様子を見学したいとご意見をいただいていますが、限られた時
間の中、複数回の機会を提供することや学級の特性により、原則対応できない現状があります。これらの状況に
ついて保護者にご理解いただくとともに、引き続き、学校公開日等の情報提供を早めに行うことや、通常の学級
の見学ができるよう調整するなどして、保護者や児童が学校・学級の様子を把握できるように進めてきます。

（２）就学先の提案方法や情報提供のあり方
就学相談の過程で収集される児童に関する資料は、本市の個人情報開示制度において「開示できない場合があ

る」とされております。就学支援等検討委員会の判断結果を保護者にご提案する際の説明は口頭で行い、資料も
閲覧にとどめ、資料をお手元に残されたい場合は市の個人情報開示請求の手続きを経ていただくこととしていま
す。この状況を踏まえ、資料の開示（入手）については、ご要望により、請求手続き事務を教育支援課が実施す
る仕組みに整え、手続きを一部簡略化を進めさせていただきました。判断に至る審議の経過が分かりにくいなど
ご指摘いただいておりますので、一層丁寧な説明に努めてまいります。今後も丁寧な説明に努めてまいります。

（３）就学先との情報共有と適切な指導・支援へのつなぎ、理解啓発の促進
「就学支援ファイルなどで就学相談で伝えた児童の情報が就学先の学校にきちんと引き継がれ、指導に生かさ

れているか」について疑問視するご意見をこれまでも多くいただいています。また、児童・生徒、保護者、教職
員の、障害や特別支援教育に対する理解の度合いに不安を感じている方もいらっしゃいます。就学相談は、就学
先の決定のためのみならず、就学後の指導・支援をスムーズにスタートし、円滑に継続していくために行うもの
でもあります。就学相談の過程で得た情報の就学先との共有、校内での指導への活用を一層進めるとともに、児
童・生徒や保護者への理解啓発、教職員への研修等も進めていきます。

（４）相談過程での日程調整や連絡方法
相談や見学・体験、就学支援部会等の日程調整については、短い期間で日程調整をお願いすることでご不便を

おかけしていることは認識しておりますが、就学相談は限られた期間・日程で様々な段階を踏んでいただく必要
があることから、余裕を持った調整等が難しい状況にあります。なお、これまで連絡調整については、電話のほ
かメールでの対応もできるようにしてきましたが、今後も改善を図った行きたいと考えております。相談は、限
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